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　国立大学の法人化によって大きく変わったことのひとつに、安全・衛生対策が国の直轄（人

事院）から労働基準監督局の所轄となり、教育研究機関としての特例はなくなって一般の事業

所（実験の種類によってはコンビナート工場）と同じ基準で扱われることとなったことがあげ

られます。そして、万一の場合の賠償責任も国立大学法人の予算で行わなければならず、管理

監督責任者及びその補助者（実験指導の教員）の責任は重くなりました。

　本理学部では折よく平成 11~12 年度に建物の大改修があり、実験環境も相当に改善されまし

た。さらに法人化に際してドラフトチャンバーの設置などのハード面、および労働安全委員会

の発足と活動開始などのソフト面と両方で法規制への対応が進みました。これも、大学の実験

室の安全対策に取り組んできた日本化学会に所属し、本学部においても多大なご尽力をいただ

いた元学部長の杉原教授（現、副学長）と理学部労働安全委員長の石黒教授のお二人に負うと

ころが大であります。

　このように、ひとまず安全設備・管理体制は整っているとはいうものの、安全に過ごせるか

否かは日常的に実験・実習が安全の原則にたって行われているかどうかに大きく依存します。

これまで事故がなかったということで原理原則が疎かになっていないか、安全技術の習得・蓄

積・伝達がなされているか、心身共に健康な状態で実験室にはいっているか、などに、常に注

意が必要です。重大事故の背景には事故に至らない多数のニア・アクシデントがあるのが常で

す。こうした経験を集積し、対策を共有するため、全学の労働安全委員会で「ひやり・はっと

集」の作成を行っています。こうした事例に学びたいものです。

　さて、実験の安全のためには、実験の環境を整えることと、実験により生じた廃液・排ガス・

廃棄物が実験者のみならず職場および大学周辺の住人の健康を害するものであってはならない

ことは言うまでもありません。さらに、今日では CO2 削減計画のように、大学における営みの

総体として、エネルギー消費の軽減と地球の自然との調和を図ることが求められています。個々

の実験の安全性を犠牲にしてまで、エネルギー消費を節約することは出来ません。しかし、一

般企業で事前アセスをやっているように、大学・研究室でも、排出物・廃棄物のコストまで考

えて実験計画や実験テーマそのものを考えることが不可欠な時代に入ったといえるでしょう。

　理学部安全環境マニュアルは約１０年前に策定されました。この度、法人化に伴う法規則、

学内ルール、安全管理体制の変更に対応すべく、大幅な改訂が行われることになりました。本

マニュアルで示している指針に沿って、安全で快適な条件下での実験・実習が進むことを願う

とともに、安全と環境に関する基本的な考え方への理解を深め、異常事態に臨機応変に対応で

き、あるいは事前に予測回避して、安全で衛生的な環境での教育研究が進展することを願うも

のです。
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